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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックシートと、
　吸収性コアと、
　使用中に着用者に面するトップシートと、
　長手方向に延びる一以上の弾性積層体部分（１０）を含む一以上のカフ（２５，２６）
であって、カフ（２５，２６）の支持シート（２０）に取り付けられた少なくとも弾性材
（１２）により形成されたカフ（２５，２６）と、を備え、
　前記積層体部分（１０）は、少なくとも弛緩した状態および部分的に収縮した状態にお
いて、多数のしわを有する身体に面する表面を含み、
　前記弾性積層体部分（１０）は、完全に収縮した長さＬｃ及び十分に伸張した完全な長
さＬｓを有し、
　前記積層体部分は、メルトブローンされた材料の層と、カード加工された材料又はスパ
ンボンドされた材料の層と、の積層体である少なくとも一つの不織布材料シートを含み、
　ε＝０．５の前記弾性積層体部分（１０）の部分的伸長において、
　ａ）前記しわの平均しわ高さＨｗが、２００マイクロメートルを超え６００マイクロメ
ートル未満であり、且つ、
　ｂ）前記積層体部分（１０）のしわの平均しわ密度Ｄｗが、１ｃｍ当たり５個～１０個
である、使い捨て吸収性物品。
【請求項２】



(2) JP 4907667 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

　前記弾性積層体部分（１０）の（２．２８ｋＰａ（０．３３ｐｓｉ）及び伸長ε＝０．
５における）平均キャリパーが、０．４ｍｍ～１．１ｍｍである、請求項１に記載の吸収
性物品。
【請求項３】
　前記弾性積層体部分（１０）が、２２ｇ／ｍ２以下の坪量を有する一つ又は二つの不織
布積層体シート（２０）を含む、請求項１又は２に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項４】
　一対のバリアカフ（２６）及び／又はレッグカフ（２５）を含み、このような１つの弾
性積層体部分（１０）が、各カフ（２５，２６）の外縁に沿って配置され、長手方向に延
びる、請求項１～３のいずれか一項に記載の使い捨て物品。
【請求項５】
　前記弾性体が、横方向取付け領域（１４）をもたらす横方向ループ部分を有したオメガ
模様の形態で、あるいは、断続的な横方向取付け領域（１４）の形態で塗布された接着剤
を用いて前記カフ（２５，２６）に取り付けられ、
　十分に伸張した状態Ｌｓにおいて、隣り合う横方向取付け領域（１４）間の平均距離が
、０．３ｍｍ～２．２ｍｍである、請求項１～４のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性
物品。
【請求項６】
　（十分に伸張した状態でのｙ方向における）平均幅が、０．３ｍｍ～０．８ｍｍであり
、前記平均幅と前記平均距離の比は、４：１０～８：１０である、請求項５に記載の使い
捨て吸収性物品。
【請求項７】
　前記カフ（２５，２６）及び／又は前記弾性積層体部分（１０）が、疎水性である、請
求項１～６のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項８】
　前記カフ（２５，２６）が、２００％の伸長で１．６Ｎ以下の第１負荷力および２００
％の伸長で０．５Ｎ以上の第２負荷軽減力を有するよう、力特性を有している、請求項１
～７のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項９】
　バックシートと、
　吸収性コアと、
　使用中に着用者に面するトップシートと、
　一以上の弾性積層体部分（１０）を含む腰バンド（２４）及び／又はサイドパネル（２
７）であって、腰バンド（２４）又はサイドパネル（２７）の支持シートに取り付けられ
た少なくとも弾性材（１２）により形成された腰バンド（２４）及び／又はサイドパネル
（２７）と、を備え、
　前記弾性積層体部分（１０）、並びに、前記腰バンド（２４）及び／又は前記サイドパ
ネル（２７）は、前記物品のｙ方向に対して直交する方向に伸張を有し、
　前記積層体部分（１０）は、少なくとも弛緩した状態および部分的に収縮した状態にお
いて、多数のしわを有する身体に面する表面を含み、
　前記弾性積層体部分（１０）が、（伸張方向における）完全に収縮した長さＬｃ及び十
分に伸張した完全な長さＬｓを有し、
　前記積層体部分は、メルトブローンされた材料の層と、カード加工された材料又はスパ
ンボンドされた材料の層と、の積層体である少なくとも一つの不織布材料シートを含み、
　ε＝０．５の前記弾性積層体部分（１０）の部分的伸長において、
　ａ）前記しわの平均しわ高さＨｗが、２００マイクロメートルを超え６００マイクロメ
ートル未満であり、且つ、
　ｂ）前記積層体部分（１０）のしわの平均しわ密度Ｄｗが、１ｃｍ当たり５個～１０個
である、使い捨て吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支持材料（２０）と、弾性材（１２）（及び任意に取付け手段及び／又は取
付けシート及び／又はカバーストリップ（１３））とから形成された、実質的にｙ方向又
は長手方向（伸張）を有する一以上の弾性積層体部分（１０）を含むレッグカフ又はバリ
アカフ（２５、２６）を含む使い捨て吸収性物品に関し、弾性積層体部分（１０）は、重
度の圧痕のリスクを低減するために、非常に低いしわの高さ及び選択された平均しわ密度
のしわを有する。弾性積層体部分（１０）が、好ましくは非常に薄い。そのような弾性積
層体部分（１０）を提供することで、カフに尚も優れた力特性をもたらす。その結果、使
用中に圧痕をあまり引き起こさないか又は全く引き起こさない、優れた脚部封止を有する
着心地の良い吸収性物品が得られる。
【背景技術】
【０００２】
　幼児用おむつ、トレーニングパンツ、及び成人用失禁衣類などの吸収性物品は、物品か
らの排出物の漏れを低減させるために、弾性レッグカフ及び／又はバリアカフを典型的に
は含む。それらはまた、しばしば、着用者が動く時にフィット性及び快適性を改善するた
めに、伸縮性腰バンドを含む。
【０００３】
　そのような物品のこれらの伸縮性部分は、典型的には、プラスチックフィルム又は不織
布材料などの非弾性シートに積層された弾性材を含み、伸張状態における弾性材をシート
に取り付けることによって得られる。従って、その結果得られる積層体は、未伸張の収縮
した状態において、及び部分的伸張状態において余分なシート材を含み、これによりしわ
が形成される。
【０００４】
　おむつのそのような伸縮性部分は、皮膚上の弾性部分の圧力に起因して、及び／又は皮
膚を覆うしわの寄った伸縮性部分の擦れに起因して、使用中に不快であり得る。
【０００５】
　また本発明者らは、たとえユーザーが伸縮性部分を不快なものとして経験しなくても、
伸縮性部分により引き起こされる皮膚の発赤をユーザーにとって不快なものとして世話す
る人が認識する場合があることを見出した。
【０００６】
　本発明者らは、少なくとも使用中に身体に面する表面上において、（平均して）非常に
少ないｚ次元（高さ）のしわを有すると共に、厳選されたしわの密度（１ｃｍ当たりのし
わ）を有する弾性積層体部分を用いて、この問題を改善し得ることを見出した。本発明者
らは、そのような弾性積層体部分が、最高でも極めて少数の浅い圧痕（しわによるくぼみ
）を皮膚上に残し、圧痕は非常に急速に消失してあまり問題とならない（と認識される）
ことを見出した。その上、そのような少数の圧痕が、それでもなお形成されたとしても、
圧痕は、皮膚刺激のリスクをあまり生じないものと考えられる。本発明者らはまた、弾性
積層体部分が少なくとも自由縁部領域内で非常に薄いことが有益であることを見出した。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、優れた弾性特性及び性能を尚も維持すると共に、同時に（at the same ty
pe）圧痕問題が非常に低減されているか又は圧痕問題を有さず、使用中により快適な吸収
性物品が提供される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、バックシートと、吸収性コアと、使用中に着用者に面するコアカバーシート
又はトップシートと、長手方向に延びる一以上の弾性積層体部分（１０）を含む一以上の
カフ（２５、２６）であって、カフ（２５、２６）の支持シート（２０）に取り付けられ
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た少なくとも弾性材（１２）により形成されたカフ（２５、２６）と、を備える、使い捨
て吸収性物品に関し、積層体部分（１０）は、少なくとも弛緩した状態及び部分的に収縮
した状態において、多数のしわを有する身体に面する表面を含み、弾性積層体部分（１０
）が、完全に収縮した長さＬｃ及び十分に伸張した完全な長さＬｓを有し、
　ε＝０．５の弾性積層体部分（１０）の部分的伸長において、
　ａ）しわが、６００マイクロメートル未満の平均しわ高さＨｗを有し、及び
　ｂ）積層体部分（１０）が、１ｃｍ当たり５個～１０個のしわの平均しわ密度Ｄｗを有
する。
【０００９】
　弾性積層体部分（１０）の（２．２８ｋＰａ（０．３３ｐｓｉ）及び伸長ε＝０．５に
おける）の平均キャリパーが、一実施形態では、０．４ｍｍ（４００μ）～１．３ｍｍ、
典型的には０．４ｍｍ～１．０ｍｍを有する。
【００１０】
　その物品は、好ましくはおむつ、例えば成人用失禁衣類、乳児用若しくは幼児用おむつ
又はトレーニングパンツである。
【００１１】
　その上、本発明者らは、ぬれた状態により皮膚刺激が増大し得るので、使用中にぬれた
状態になることのある親水性弾性材によって圧痕が引き起こされる場合、圧痕の結果、皮
膚刺激が生じる可能性あることを見出した。それ故、本発明者らは、そのような支持シー
ト材料（２０）、例えば、積層体部分の一部を形成する不織布材料が疎水性であるように
することは有益であることを見出した。
【００１２】
　支持シート（２０）自体は、ｙ方向に弾性伸縮可能ではないことが好ましい場合がある
。
【００１３】
　本明細書に記載されるような弾性積層体部分はまた、弾性腰バンド及び／又は弾性サイ
ドパネル（の一部）として使用され得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　「吸収性物品」は、液体を吸収及び／又は収容する着用可能なデバイスを指し、より具
体的には、着用者の体に接して又は近接して配置されて、身体から排出される様々な排出
物を吸収し収容するデバイスを指す。本明細書で使用するとき、用語「おむつ」は、一般
に幼児及び失禁者により胴体下部の周囲で着用される吸収性物品を指す。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「ｙ方向」の伸長又は伸張は、カフ（２５、２６）又は積層
体部分（１０）が全体として平均方向における伸長又は伸張を有することを意味しており
、これが本明細書において「ｙ方向」と呼ばれる。これは、カフ（２５、２６）又は弾性
積層体部分（１０）の長手方向軸線の４５度以内の方向、又は長手方向軸線に平行な線で
あってもよい。
【００１６】
　「完全な十分に伸張した長さ」は、カフ（２５、２６）又は部分（１０）が、本明細書
に示したｙ方向にその最大長さまで伸張された時の、カフ（２５、２６）又は弾性積層体
部分（１０）の長さである。
【００１７】
　「完全に収縮した長さ」は、伸張力が印加されていない時、例えば、表面上で平坦な弛
緩した状態にある時の、カフ（２５、２６）又は弾性積層体部分（１０）の長さである。
【００１８】
　「ｚ方向」は、ｙ方向に対して直交し、実質的に弾性積層体部分（１０）のしわの高さ
の方向であり、本明細書において高さ又は厚さ寸法とも呼ばれる。
【００１９】
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　「ｘ方向」は、ｘ方向及びｙ方向の両方向に対して直交する。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、「弾性」は、品目が、ある方向に力を印加することによって
拡張可能であるか又は伸縮可能であり、伸張力が解放された後、その方向にその元の長さ
の少なくとも８０％に、しかしその元の長さの１５０％未満に、典型的にはほぼその元の
大きさに戻ることを意味する。
【００２１】
　本明細書で使用するとき、「～に沿って」は、少なくとも部分的に平行であり、且つ極
めて近接しているか又は更に接触していることを意味する。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、「取り付けられた」は、「直接的に取り付けられた」並びに
、例えば「ａ」を「ｃ」に、及び「ｃ」を「ｂ」に取り付けることによって「ａ」を「ｂ
」に取り付けることで「間接的に取り付けられた」を包含する。
【００２３】
　本明細書に値が規定されている特定の特性又は寸法によって規定されている各実施形態
には、機能的に同等の特性又は寸法を備えている実施形態が含まれると理解すべきである
。例えば０．５ｃｍの寸法は、「約０．５ｃｍ」を意味すると理解すべきである。
【００２４】
　本発明の使い捨て吸収性物品は、生理用ナプキン、パンティライナー、又はおむつ、即
ち、成人用失禁衣類若しくは（図１～５に示すような）幼児用おむつ若しくはトレーニン
グパンツ若しくはプルアップ式パンツであってもよい。物品は、典型的に少なくともバッ
クシート（２１）と、吸収性コア（２３）と、コアカバーシート又はトップシートとを有
するために、レッグカフ（２５）及び／又はバリアカフ（２６）並びに追加の構成要素で
あってもよい、弾性積層体部分（１０）を有する支持シート（２０）を有するカフ（２５
、２６）を含む。
【００２５】
　本発明の吸収性物品は、少なくとも弾性材（１２）、及びそれ自体は典型的には弾性伸
縮可能ではない支持シート材料（２０）から形成される少なくとも１つの弾性積層体部分
（１０）を含む、少なくとも（バリア又はレッグ）カフ（２５、２６）を含み、弾性積層
体部分（１０）は、図に示すように、少なくともｙ方向の伸張（伸長）、又はｙ方向のみ
の伸張を有する。典型的には、物品は、少なくとも一対のそのような対向するカフ２５、
（２６）を含み、それらは各々、１つの長手方向側部に沿い、物品のｙ軸から離間して配
置される。
【００２６】
　物品がまた、そのような弾性積層体部分（１０）を含む他の構成要素、例えば、弾性腰
バンド（２５）又はサイドパネルを含んでもよい。
【００２７】
　カフ（２５、２６）の及び弾性積層体部分（１０）の最長寸法又は長さは、典型的には
カフ（２５、２６）の及び物品のｙ軸に対して平行であり、これは、典型的には弾性積層
体部分（１０）及びカフ（２５、２６）の平均伸張方向に対して実質的に平行である。カ
フ（２５、２６）が、そのような積層体部分（１０）の１超過を含んでもよく、その各々
は、同一であっても、同一でなくてもよい。
【００２８】
　カフ（２５、２６）は、支持シート材料（２０）及び弾性材（１２）から成ってもよく
、又は、例えば、接着剤（１４）取付けシートなどのような取付け手段、カバーストリッ
プ（１３）など、他の構成要素を含んでもよい。
【００２９】
　本発明の好ましい使い捨て吸収性物品は、（図に示すように）締結具を有する成人用失
禁衣類、プルオンおむつ又はトレーニングおむつ、及び乳児用おむつ又は幼児用おむつな
どのおむつであり、それは、吸収性コア（２３）、吸収性コア（２３）上の液体透過性コ
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アカバーシート又はトップシート、液体不透過性バックシート（２１）、任意に（弾性）
サイドパネル（２７）、（弾性）レッグカフ（２５）、（弾性）腰機構（２４）、及び締
着装置（２８）を含んでもよい。図１に示す物品は、第１腰部区域と、第１腰部区域に対
向する第２腰部区域と、第１腰部区域及び第２腰部区域間に位置付けられた股部区域とを
有しており、各々は、物品長さの約１／３である。
【００３０】
　好ましい実施形態では、バックシート（２１）は、液体（例えば、尿）に対して不透過
性であり、約０．０１２ｍｍ（０．５ミル）～約０．０５１ｍｍ（２．０ミル）の厚さを
有する熱可塑性フィルムなどの、薄いプラスチックフィルムを含む。好適なバックシート
フィルムとしては、インディアナ州テレホート（Terre Haute,IN）のトレデガー・インダ
ストリーズ社（Tredegar Industries Inc）により製造され、商品名Ｘ１５３０６、Ｘ１
０９６２、及びＸ１０９６４で販売されているものが挙げられる。他の好適なバックシー
ト材料としては、物品から蒸気を逃がす一方で、排出物がバックシートを通過することを
なおも防ぐ通気性材料を挙げてもよい。代表的な通気性材料としては、織布ウェブ、不織
布ウェブ、複合材料、例えば、フィルムコーティング不織布ウェブ、ミクロ孔質フィルム
のような材料を挙げてもよい。
【００３１】
　コアカバーシート又はトップシートは、好ましくは、柔軟性があり、柔らかな感触で、
着用者の皮膚を刺激しない。更に、コアカバーシートの少なくとも一部分が、液体透過性
であり、吸収性コア（２３）により液体を下に吸収させる。好適なコアカバーシートは、
多孔質発泡体、網状発泡体、有孔のプラスチックフィルム、あるいは天然繊維の織布又は
不織布材（例えば、木繊維又は綿繊維）、合成繊維（例えば、ポリエステル又はポリプロ
ピレン繊維）、あるいは天然及び合成繊維の組合わせなど、広範囲の材料から製造されて
もよい。コアカバーシートが繊維を包含する場合、その繊維は、スパンボンド、カーディ
ング、湿式載置、メルトブローン、水流交絡、又は当該技術分野において既知の他の方法
で加工されてもよい。
【００３２】
　本明細書に記載のコアカバーシート又はトップシートのいかなる部分も、当該技術分野
において既知のローションでコーティングされてよい。好適なローションの例としては、
米国特許第５，６０７，７６０号、名称「皮膚軟化剤とポリオールポリエステル不動化剤
を含有するローション処理されたトップシートを有する使い捨て吸収性物品（Disposable
 Absorbent Article Having A Lotioned Topsheet Containing an Emollient and a Poly
ol Polyester Immobilizing Agent）」（ロー（Roe）、１９９７年３月４日発行）に記載
されるものが挙げられる。ローションは、単独で又は以上に記載された疎水性化処理剤の
ような別の剤と組合わせて作用してもよい。コアカバーシート及び／トップシートはまた
、抗菌剤を包含しても、抗菌剤で処理を施してもよく、このいくつかの例が、ＰＣＴ公開
番号ＷＯ９５／２４１７３号、名称「臭気制御のためトップシートの中に抗菌剤を含有し
ている吸収性物品（Absorbent Articles Containing Antibacterial Agents in the Tops
heet For Odor Control）」（テレサ・ジョンソン（Theresa Johnson）、１９９５年９月
１４日公開）に開示されている。
【００３３】
　吸収性コア（２３）は、一般的に圧縮性であり、適合性があり、着用者の皮膚に刺激が
なく、並びに尿及び他の特定の身体排出物などの液体を吸収し保持できる、いかなる吸収
性材料を含んでもよい。吸収性コアは、多種多様の大きさ及び形状（例えば、方形、砂時
計形、「Ｔ」字形、非対称など）で製造されてもよく、また使い捨ておむつ及び他の吸収
性物品に通常使用される多種多様の液体吸収性材料、例えば、一般にエアフェルトと呼ば
れる粉砕木材パルプ、及び好ましくは少なくとも超吸収性ポリマー類若しくは吸収性ゲル
材料、又はその他いずれかの既知の吸収性材料又は材料の組合わせを含んでもよい。好ま
しくは、吸収性コアは、少なくとも８０重量％（コアラップ又はカバーシートを除く、コ
アの材料の総含有量に基づく）の超吸収性ポリマー又はいわゆる吸収性ゲル材料を含んで
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もよい。
【００３４】
　その物品はまた、締着装置（２８）を包含してもよく、それにより第１腰部区域及び第
２腰部区域を、物品の周囲付近で横方向の引っ張りを与えて物品を着用者上に保持するよ
うな構成に維持する。締着装置（２８）は、好ましくは、テープ状ひも、フック・ループ
式締結構成要素、及び／又は両性締結構成要素などの表面締結具を含むが、その他いずれ
かの既知の締着手段が一般に許容可能である。代替の実施形態では、物品の対向する側面
を縫い合わせるか、又は溶着させて、パンツを形成してもよい。これにより、おむつは、
プルオン型おむつ又はトレーニングパンツとして使用できるようになる。トレーニングパ
ンツは、着用者の脚を脚部開口へ挿入して、着用者の胴体下部周囲の適所へトレーニング
パンツを滑らせることによって、着用者上の適所に配置される。
【００３５】
　その物品はまた、好ましくは弾性伸縮性であるサイドパネル（２７）を含んでもよく、
また本明細書に記載の弾性積層体部分（１０）を含んでもよく、弾性又は延伸性サイドパ
ネルが物品の側部を拡張及び収縮させるので、まず物品を着用者に適合的にフィットさせ
ること、そして排出物で満たされた時を優に過ぎてもこのフィット性を維持することによ
り、より快適な及び体型に合ったフィット性を提供する。
【００３６】
　弾性積層体部分（１０）を有するカフ（２５、２６）
　本明細書のカフ（２５、２６）は、本明細書に記載されるような少なくとも１つの弾性
積層体部分（１０）を含む。好ましくは、物品は、やはり図１及び２に示されるような少
なくとも２つのそのようなカフ（２５及び／又は２６）を含む。
【００３７】
　各積層体部分（１０）は、弛緩／収縮した状態において、及び本明細書にて後述される
ような０．５の伸長εを包含する部分的伸張状態において、ユーザーの身体に面すると共
に使用中に皮膚と接触する場合のある、しわを有する少なくとも１つの表面を有する。弾
性積層体部分（１０）は、弾性材のいずれかの表面に取り付けられた２つ又はそれ以上の
（好ましくは非弾性の）材料シートと、典型的には弾性積層体部分のいずれかの表面上に
しわを有する積層体部分とを含んでもよい。
【００３８】
　本明細書に記載のしわの特性が、少なくとも弾性積層体部分（１０）の身体に面する表
面のしわに当てはまるが、積層体（１０）の両表面に当てはまってもよい。
【００３９】
　０．５の伸長ε（ε＝（Ｌｘ－Ｌｃ）／Ｌｃ））において、しわが、（プリモス（Prim
os）装置を用いて、以下に記載の「プリモス（Primos）」法によって測定されるとき）６
００μ未満、及び典型的には６００μ未満であるが２００μ超過、又は５５０μ～３００
μ、又は最大５３０μ、又は更に最大５００μの平均的なしわの高さである。本明細書の
試験方法を受けた弾性積層体部分（１０）の区画の代表的なプリモス（Primos）測定グラ
フは、図４に示されている。
【００４０】
　０．５の伸びεにおいて、本明細書の弾性積層体部分（１０）は、以下に記載のプリモ
ス（Primos）法で測定されるとき、１ｃｍ当たりの５個～１０個のしわ、又は更に６個～
１０個、又は更に７個～１０個、又は場合により１ｃｍ当たり最大９個のみのしわの平均
しわ密度（１ｃｍ当たりのしわ）を有してもよい。
【００４１】
　本発明の弾性積層体部分（１０）は、少なくとも０．８、又は更により好ましくは少な
くとも１．０、又は更により好ましくは少なくとも１．２の平均最大伸長ε最大（（Ｌｓ

－Ｌｃ）／Ｌｃであり、式中、Ｌｓは、弾性積層体部分の十分に伸張した長さである）を
有し、又は、平均最大伸長εは、少なくとも１．４であってもよい。これら値は、以下の
方法の項に記載の方法により得られる。カフ（２５、２６）は、当該領域内に少なくとも
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０．５のあらゆる伸長を全く提供せずに弾性材が支持シート材料に取り付けられている領
域（典型的には０．５ｃｍ～２ｃｍ、又は０．８ｃｍ～１．５ｃｍ）を含んでもよく、そ
の際、しわが全く存在しない可能性があることを理解されたい。弾性材が存在するにもか
かわらず伸長０．５未満であるそのような領域は、本明細書の弾性積層体部分（１０）の
一部とは見なされないことを本発明の意図において理解されたい。そのような領域を、本
明細書において「取付部分」と呼んでもよい。
【００４２】
　弾性積層体部分（１０）の伸長ε＝０．５を決定し獲得するためには、まず弾性積層体
部分（１０）の完全に収縮した長さＬｃを以下のように決定する。
【００４３】
　弾性積層体部分（１０）を有するカフ（２５、２６）を吸収性物品から取り外すか、又
は、可能であれば弾性積層体部分（１０）を物品から取り外す。どちらにしても、しわ特
性及び弾性特性（すなわち、使用中にユーザーの身体に面する上向き表面の）は変化しな
い。
【００４４】
　カフ（２５、２６）又は弾性積層体部分（１０）を、いかなる伸長力又は伸張力も印加
せずに、表面上に出来る限り平坦に配置する。次いで、カフ（２５、２６）の弾性積層体
部分（１０）の完全に収縮した長さを測定する。本明細書において、これを積層体の完全
に収縮した長さＬｃと呼ぶ。
【００４５】
　次いで、ε＝０．５における積層体部分（１０）の長さを計算することができ、これは
、１．５Ｌｃである（ε＝（Ｌｘ－Ｌｃ）／Ｌｃに基づく）。
【００４６】
　続いて、１．５Ｌｃにおいてこの０．５Ｌｃの伸長を得るため、本明細書で以下に記載
の方法により積層体部分（１０）を伸張することができる。次いで、以下に記載されるよ
うに、プリモス（Primos）法を使用し、プリモス（Primos）装置を用いてしわの高さ、平
均しわ高さ及び偏差、しわの幅、しわの間の距離、平均しわ密度及びその偏差を計算する
ことができる。
【００４７】
　典型的には、弾性積層体部分（１０）は、少なくとも弾性積層体部分（１０）の身体に
面する表面において、比較的又は実質的に均一なしわの高さ（分布）のしわを有する。例
えば、しわの１０％未満又は好ましくは５％未満が８００μ以上であり、好ましくはしわ
の１０％未満又は更に５％未満が７００μ以上、又は更に６５０μ以上であり、また、９
５％以上の、又は更に全てのしわ（約１００％）が、６００μ未満の高さを有することが
更に可能である場合がある。
【００４８】
　その上、しわの密度は弾性積層体部分の全体にわたって実質的に均一であること、例え
ば、（積層体部分に沿った長さ方向における）２ｃｍの区画においてしわの密度が１２個
超過でないこと、及び、（積層体部分に沿った長さ方向における）２ｃｍの区画において
しわの密度が３個未満、又は４個未満でないことが好ましい場合がある。（好ましくは、
積層体部分（１０）の２ｃｍの各区画において、しわの密度は、５個～１０個、又は上述
の好ましい値のいずれかであってもよい。
【００４９】
　弾性積層体部分（１０）の幅は、典型的にはカフ（２５、２６）の及び／又は物品の正
確な寸法に応じて変化する。
【００５０】
　例えば、サイズ４のおむつの場合、本明細書のカフ（２５、２６）における弾性積層体
部分（１０）は、十分に伸張した状態では、約１ｍｍ～３ｍｍの平均幅を有してもよい。
【００５１】
　本明細書で使用される弾性材（１２）は、典型的には非常に薄く、典型的には厚さ又は
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キャリパー（例えばゲージ）が、典型的には最大約２００μ、又は更に最大１５０μ、又
は更に最大１１０μ、又は最大１００μであり、また本明細書で定義されるように、少な
くとも２０μ、より好ましくは少なくとも４０μ、又は更に少なくとも６０μである必要
がある場合がある。非常に好ましい材料は、約７０～１００μの厚さを有する。
【００５２】
　好適な弾性材は、例えば、フルフレックス（Fulflex）（アイルランド、リメリック（L
imerick））から入手可能な２Ｌ－８９である。
【００５３】
　本明細書の物品は、典型的には本明細書に記載されるような弾性積層体部分を有する一
対のバリアカフ（２５、２６）を有し、これらは、図１及び２に示すように、典型的には
ｙ軸で反転された互いの鏡像である。バリアカフ（２６）は、当該技術分野において既知
の従来の方法で、レッグカフ（２５）、バックシート又はトップシートに取り付けられて
もよい。バリアカフ（２６）は、横方向に離間した２つの各弾性積層体部分を含み、その
両方が、典型的には伸張方向に平行に延在することが好ましい場合がある。これらが、ど
ちらも本明細書に記載されるような弾性積層体部分（１０）であっても、そうでなくても
よいが、典型的には、少なくとも横方向外側の弾性積層体部分（１０）は、本明細書に記
載されているとおりである。
【００５４】
　物品は、もうひとつの方法として又は加えて、本明細書に記載の弾性積層体部分を有す
る一対のレッグカフ（２５）を含んでもよく、これらもまた、典型的にはｙ軸で反転され
た互いの鏡像である。
【００５５】
　弾性積層体部分（１０）、又は更に積層体部分（１０）若しくはカフ（２５、２６）の
全体の自由（外側）長手方向縁部の（圧力２．２８ｋＰａ（０．３３ｐｓｉ）及び伸長０
．５における）平均キャリパーは、１．１ｍｍ以下、又は１．０ｍｍ以下、又は１．０ｍ
ｍ以下、又は０．９５ｍｍ（９５０μ）以下を有してもよく、またそれが、本明細書で以
下に記載の方法により測定されたとき、０．４ｍｍ（４００μ）超過、又は更に例えば０
．６ｍｍ（６００μ）超過であってもよい。
【００５６】
　これに関して、弾性積層体部分（１０）は、一つ又は二つの（積層化された）層を含ん
でもよく、その各々は、２０ｇ／ｍ２以下の坪量、好ましくは１７ｇ／ｍ２以下の坪量の
一つ又は二つの（積層化された）層を有する。但し、２つの（積層化された）層が存在す
る場合、それらの組み合わされた坪量は、好ましくは３４ｇ／ｍ２以下であってもよい。
【００５７】
　カフ（２５、２６）はまた、例えば、図３に示すように、特定の領域内でそれらの間で
中に弾性材を有する（積層化された）２層（例えば、いわゆるサンドイッチ構造）から作
製されてもよい。その際、例えば、カフ（２５、２６）は、例えば、２０ｇ／ｍ２以下の
坪量の（積層化された）単一の層、又は１７ｇ／ｍ２以下の坪量の（積層化された）一つ
又は二つの層で作製されてもよい。
【００５８】
　カフ（２５、２６）全体は、典型的には積層体部分（１０）のキャリパーと同じである
か又はそれよりも少ない、平均キャリパーを有してもよい。
【００５９】
　本明細書のカフ（２５、２６）及び弾性積層体部分（１０）は、弾性材（１２）に積層
化するのに好適ないかなるシート材料を含んでもよい。好ましくは、カフ（２５、２６）
及び積層体部分（１０）のシート材料は、それ自体はｙ方向に弾性伸縮可能ではない。
【００６０】
　カフ（２５、２６）は、好ましくは空気透過性である。本明細書における特定の手法で
は、それは、高いバリア特性を有することが好ましい場合がある。カフ（２５、２６）及
び弾性積層体部分（１０）は、好ましくは疎水性及び／又は尿不透過性である。
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【００６１】
　好ましい支持シート（２０）、カフ（２５、２６）及びその弾性積層体部分（１０）は
、天然繊維（例えば、木繊維又は綿繊維）及び／又は合成繊維の織布材料及び不織布材料
を含む。それらは、好ましくは熱可塑性ポリマー繊維を含み、好ましくは、ポリオレフィ
ン類、ポリエステル類、ポリウレタン類、及びポリアミド類を含む群から選択され、最も
好ましくは、熱可塑性ポリマーが、ポリオレフィンであり、最も好ましくは、ポリプロピ
レン又はポリエチレンである。その繊維は、スパンボンドされても、カード加工されても
、湿式載置されても、メルトブローンされても、及び／又は水流交絡されても、及び／又
は当該技術分野において既知の他の方法で加工されてもよい。好ましくは、カフ（２５、
２６）及びその積層体部分（１０）は、それ自体がメルトブローンされた材料、及びカー
ド加工された材料又はスパンボンドされた材料との層の積層体である、一以上の不織布材
料シートを含む。例えば、カフ（２５、２６）のシート又は層は、少なくとも２つの層の
積層体であってもよく、その１つは少なくともメルトブローンされた（Ｍ）層であり、そ
してその１つは、少なくともスパンボンドされた（Ｓ）、又はカード加工された（Ｃ）層
である。
【００６２】
　好ましい手法は、ＳＭ　ＳＭＳ、ＳＭＭＳ、ＳＳＭＳ、ＳＳＭＳＳ、ＳＳＭＭＳ、ＣＭ
又はＣＭＣ不織布積層体である。
【００６３】
　最も好ましくは、前記不織布ウェブは、ポリエチレン、ポリプロピレン及び／若しくは
ポリブチレンポリマー繊維、又はポリエチレン、ポリプロピレン及び／若しくはポリブチ
レンのコポリマーの繊維（の混合物）から形成され、最も好ましいのは、ポリプロピレン
ポリマー繊維である。
【００６４】
　カフ（２５、２６）は、着用者の皮膚及びカフ（２５、２６）間の、又は特に皮膚及び
弾性積層体部分（１０）間の摩擦を低減させる成分を含むことも好ましい場合がある。こ
れに関して、積層体部分（１０）又はカフ（２５、２６）は、例えばローション、タルク
粉体等の微細粉末、又はワックスを含んでもよい。
【００６５】
　カフ（２５、２６）又は積層体部分（１０）は、その表面エネルギーを低下させる処理
剤で処理されてもよい。有用な処理剤には、例えば、米国特許第５，８７６，７５３号（
ティモンス（Timmons）ら、１９９９年３月２日発行）、米国特許第５，８８８，５９１
号（グリーソン（Gleason）ら、１９９９年３月３０日発行）、米国特許第６，０４５，
８７７号（グリーソン（Gleason）ら、２０００年４月４日発行）に記載されるような、
フルオロカーボン類が挙げられる。その他の処理剤として、シリコーンが挙げられる。空
気透過性を低下させることなく処理剤を材料に適用する有用な方法は、米国特許第５，３
２２，７２９号及びＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９６／０３５０１に見出すことができる。好
ましい処理剤は、フルオロカーボン類、シロキサン類、ポリシロキサン類（好ましくは、
ヘキサフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、並びにフッ化ビニル及びフッ化ビ
ニリデン、フルオロアクリレート及びフルオロメタクリレートを包含する、フッ素化モノ
マー類及びフッ素化ポリマー類が挙げられる）から成る群から選択されてもよい。非常に
好ましくは、カフ（２５、２６）は、ポリ（テトラ）フルオロエチレン、フッ素化エチレ
ン－プロピレンコポリマー、及び／又はフッ素化エチレン－テトラフルオロエチレンコポ
リマーで提供される。
【００６６】
　本明細書の弾性積層体部分（１０）及び／又は積層体部分（１０）を有するカフ（２５
、２６）は、典型的には、以下の弾性特性の１つを有するようなものである。
　ａ）１．１Ｎ未満又は更に０．６Ｎ未満の第１負荷力により１．５Ｌｔ、２．１Ｎ未満
又は更に１．１Ｎの第１負荷力により３．０Ｌｔ、及び３．０Ｎ未満又は更に１．５Ｎ未
満の第１負荷力により４．５Ｌｔ、並びに４．５Ｌｔで０．９Ｎ超過の第２負荷軽減力、
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３．０Ｌｔで０．５Ｎ超過の第２負荷軽減力、及び１．５Ｌｔで０．１Ｎ超過の第２負荷
軽減力。
　（弾性特性が、同時係属出願ＥＰ１２０１２１２－Ａに記載の方法によって得られ、こ
こでＬｔとは、いずれかの適用可能なカフ（２５、２６）又は弾性積層体部分（１０）の
収縮した長さであり、本明細書においてＬｃと呼ばれる。）
　又は、
　ｂ）０．６Ｎ未満の第１負荷力により０．２５Ｌｓ、５Ｎ未満又は更に３．５Ｎ未満の
第１負荷力により０．５５Ｌｓ、及び１０．０Ｎ未満又は更に７．０Ｎ未満の第１負荷力
により０．８Ｌｓ、並びに０．５５Ｌｓで０．４Ｎ超過の第２負荷軽減力、及び０．８０
Ｌｓで１．４Ｎ超過の、又は更に２．０Ｎ超過の第２負荷軽減力。
　（弾性特性が、同時係属出願ＥＰ１２０１２１２－Ａに記載の方法によって得られ、こ
こでＬｓとは、本明細書で定義したとおりであり、いずれかの適用可能な弾性積層体部分
（１０）又はカフ（２５、２６）の十分に伸張した長さである。）
【００６７】
　好ましくは、カフ（２５、２６）及び／又は弾性積層体部分（１０）は、２００％の伸
長で１．６Ｎ以下の第１負荷力、及び２００％の伸長で０．５Ｎ以上の第２負荷軽減力を
有するよう、当該カフ（２５、２６）及び／又は弾性積層体部分（１０）が力特性を有す
る。
【００６８】
　弾性材（１２）は、弾性積層体部分（１０）又は典型的にはカフ（２５、２６）を形成
する支持シート又は層又は不織布の一以上に、接着剤結合及び超音波結合を包含するいか
なる方法によって取り付けられてもよいが、好ましいのは接着剤の使用であろう。接着剤
は、本明細書で特許請求されるとおりに、必要とされるしわの密度及びしわの高さが実現
されるよう塗布されてもよい。
【００６９】
　好ましくは、弾性材（１２）は、本明細書で言及したしわの高さ及び密度を得るのに好
適な特定の模様を用いて、弾性積層体部分内に含まれる支持シート材料（２０）に取り付
けられ、模様は、例えば、図５及び図６に示されるように、取付け領域（１４）とそこで
それらの間に非取付け領域とを提供することを有する。
【００７０】
　好ましくは、弾性積層体部分（１０）は、長さＬｓを有する十分に伸張した完全な状態
で、実質的に横方向の取付け領域（１４）を有してもよく、それによって、取付け領域（
１４）の隣り合う横方向部分の間の平均距離は、０．３ｍｍ～２．５ｍｍ又は０．３ｍｍ
～２．０ｍｍ、又は好ましくは０．６ｍｍ～１．２ｍｍである。好ましくは、（十分に伸
張した状態における弾性積層体部分（１０）の）横方向部分の（実質的に伸張方向におけ
る）平均幅は、０．２ｍｍ～１．２ｍｍ、又は好ましくは０．３ｍｍ～０．８ｍｍ、又は
更に０．５ｍｍ以下であってもよい。好ましくは、横方向取付け部分の平均幅の、取付け
部分間の平均距離に対する比（比Ｒ接着剤）は、約４：１０～約８：１０又は約６：１０
、又は例えば約１：２であってもよい。
【００７１】
　例えば、取付け手段としては、接着剤の均一な連続層、接着剤の模様付きの層、又は接
着剤の別個の線、らせん、「オメガ」形状の線、若しくは点の配列を挙げてもよい。接着
剤は、例えば、断続的な縞模様、好ましくはまっすぐな縞で塗布されてもよく、それらは
、図５に示すように弾性積層体部分に沿って（実質的に）横方向に、例えば弾性積層体部
分（１０）の長手方向に対して実質的に直交し、配置される。好ましくは、（取付け領域
（１４）として示され、同じく図５において示される）隣り合う接着剤の縞の間の平均距
離は、０．３ｍｍ～２．５又ｍｍ、又は更に０．３ｍｍ～２．０ｍｍ、又は好ましくは０
．３ｍｍ～１．５ｍｍ、又は更に０．６ｍｍ～１．２ｍｍであってもよい。好ましくは、
縞は、平均して、１．２ｍｍ未満、好ましくは０．３ｍｍ～０．８ｍｍ、又は更に０．５
ｍｍ以下の（伸張のｙ方向における）幅を有してもよい。
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【００７２】
　好ましくは、縞の平均幅の、隣り合う縞の間の平均距離に対する比（比Ｒ接着剤）は、
約４：１０～約８：１０又は約６：１０、又は例えば約１：２であってもよい。
【００７３】
　図６に示すように、接着剤は、またいわゆるオメガ模様で塗布されてもよく、各オメガ
形状部分が、平均「基線」から始まり平均「基線」に到る、上向きの「脚部」及び下側の
「脚部」を備える「ループ」を有する。これによって、オメガ線自体は、取付け領域（１
４）の幅に関して上記に記載したような平均幅を有してもよく、また、隣り合う「１つの
ループの両方の脚部又は隣り合う両方のループ」の間の距離は、取付け領域（１４）の間
の距離に関して上記に記載したとおりであってもよく（その際、各々の「脚部」は、取付
け領域（１４）と見なされる、或いは、隣り合う「ループ」の間の距離は、隣り合う取付
け領域（１４）の間の距離に関して本明細書で上記に記載したとおりであってもよく、ま
た、ループの平均幅は、取付け領域（１４）の平均幅に関して上記に記載したとおりであ
ってもよい（その際、ループ全体が取付け領域（１４）である）。どちらの場合にも、Ｒ

接着剤はやはり上記のとおりである。
【００７４】
　物品はまた、本明細書に記載されるような弾性積層体部分（１０）の一以上を含む、腰
バンド又は機構（２４）及び／又はサイドパネル（２７）を含んでもよい。その際、伸張
方向（本明細書においてｙ方向と呼ばれる）は、物品のｙ方向に対して直交する。サイド
パネル（２７）は、腰バンド（２４）及び締結具の間に含まれ、それらに取り付けられて
もよく、又は、２つの腰バンド部分（２４）の間に含まれ、それらに取り付けられてもよ
い。サイドパネル及び／又は腰バンドはまた、その際、上記のように、少なくとも０．８
の拡張により拡張可能である。
【００７５】
　試験方法：
　弾性積層体部分（１０）をε＝０．５の伸長に伸張するための方法、
　その十分に伸張した長さＬｓ及びε最大を決定するための方法
　弾性積層体部分（１０）は、一直線状、曲線状であってもよく、又は図１及び２に見ら
れるように、一以上の角度をもって互いに接合した複数の一直線部分を含んでもよく、若
しくはそのような形体の組合わせを有してもよい。これは、本明細書において、それぞれ
「一直線状」、「曲線状」又は「角度付き」の弾性積層体部分（１０）、或いは例えば、
それぞれ「曲線状及び角度付き」の弾性積層体部分（１０）などと呼ばれる。
【００７６】
　以下のいずれの場合にも、試料（例えばカフ（２６）、又は好ましくは分離できる場合
、その弾性積層体部分）は、湿度５０％及び２３℃で２４時間調製した吸収性物品から得
られる。
【００７７】
　１）弾性積層体部分（１０）が一直線状である場合：
　弾性積層体部分（１０）の収縮した長さＬｃを測定するために、弾性積層体部分（１０
）又はカフ（２５、２６）全体を得て、上記のように平面上に置く。　
　続いて、以下のようにε最大を決定するために、弾性積層体部分を１．５Ｌｃ（ε＝０
．５に等しい）に、又はその十分に伸張した長さＬｓに伸長する。　
　試料（弾性積層体部分を有するカフ又はその弾性積層体部分）を２５℃及び湿度５０％
で２４時間放置した後、続いて、同じ条件下で以下の伸長／伸張工程を行う。　
　マイクロメータねじを用いて、試料の長さの測定を行うことができる。　
　試験されるべき試料を２つのピンセット間で（伸張方向に）縦方向に配置するか、又は
、試料の幅が１ｃｍ超過である場合、幅１ｃｍの２つのクランプ間で各末端部上に１つず
つ配置し、その結果、ピンセット／クランプと試料の接触領域は、伸張（長さ）の方向に
おいてクランプに関して最大で１ｍｍ、及びピンセットに関して０．５ｍｍである。一方
のクランプ又はピンセットの始点から他方のクランプ又はピンセットの起点までの間の正
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確な距離を測定する。これが、試料の、例えば積層体部分の収縮した長さである。　
　一直線状の試料に関して、クランプ又はピンセットは、長さ方向が伸長力の方向である
ように、一直線状の試料の長さのｙ方向に移動される。　
　こうして、試料をその最大伸長（例えばカフ（２５、２６）がその最大長さに達する時
）に伸張し、試料の長さ及びクランプ間の距離を測定して、伸長ε最大を計算する。　
　あるいは、このように伸張した試料を以下に記載のプリモス（Primos）法に付すために
、試料をε＝０．５に伸張する。
【００７８】
　２）弾性積層体部分（１０）が「角度付き」である場合：
　弾性積層体部分（１０）を、細いマーカーペンで印を付けることによって一直線部分（
すなわち、両角度の間）、例えば、３つの一直線部分に分割する。試料を準備し、上記の
ように調製する。　
　続いて、一直線状の弾性積層体部分（１０）に関して上記に記載した方法により、各一
直線状部分を別個にε＝０．５又はε最大のいずれかに伸長し、例えば試料が２つの角度
及び３つの一直線部分を含むとき、３本の力線を決定し、試料を３度伸張する。
【００７９】
　３）弾性積層体部分（１０）が曲線状である場合：
　曲線状の弾性積層体部分（１０）を、細いマーカーペンで２ｃｍの完全な長さの区画及
びおそらくはより短い長さの残りの１区画に分割する。試料を準備し、上記のように調製
する。　
　伸長の前に、２ｃｍの各区画（又は２ｃｍ未満の１区画）の力線を、以下のように決定
する。各区画は、２ｃｍ離間した２つの横方向縁部線を有し、また各横方向縁部線は、中
心点を有する。前記２つの横方向縁部線の前記２つの点を通る線を引くことができる。こ
れが「ｙ方向線」、即ち、区画を伸長するために力を印加する力線である。これを各区画
に関して実施する。　
　続いて、一直線状の弾性積層体部分（１０）に関して上記に記載の方法により、但し、
各区画をそれ自体の力線に沿ってε＝０．５又はその最大伸長ε最大のいずれかに別個に
伸長することにより、各区画を別個に伸長する。　
　全ての区画を伸張した後、各区画の、及び弾性積層体部分（１０）の十分に伸張した完
全な長さを測定することができ、Ｌｓ及びε最大を計算することができる。
【００８０】
　４）混成した弾性積層体部分（１０）
　弾性積層体部分（１０）が、曲線部分、角度付き部分及び／又は一直線部分の組合わせ
を含む場合、それに応じて上記の方法の組合わせを適用する。
【００８１】
　プリモス（Primos）法：
　しわの高さ及び密度、その平均値及び偏差の決定
　カフ（２５、２６）の積層体部分（１０）のしわの高さ及びしわ（winkle）の密度を決
定する方法を以下に説明する。　
　本明細書に記載の方法により定義されて得られる０．５の伸長を有する各試料を、製造
業者の（manufacture's）取扱説明書に従い、１３ｍｍ×１８ｍｍのレンズを用いて、プ
リモス（Primos）装置及びそのデータ収集ソフトウェアを用いて検査する。　
　弾性積層体部分（１０）が３ｍｍ超過の平均幅を有する場合、上記の測定は、その長さ
に沿って、積層体部分の幅の内側７０％上においてのみ行われる。　
　プリモス（Primos）装置は、図４に示すように試料の１測定区画ごとのグラフを提供し
、しわ１つ当たりの正確な値、例えば高さ、幅を提供し、１ｃｍ当たりのしわの平均値、
しわの高さ、偏差などを提供する。
【００８２】
　キャリパーの測定
　本明細書に記載されるようなε＝０．５の伸長を有する弾性積層体部分（１０）のキャ



(14) JP 4907667 B2 2012.4.4

10

20

30

40

リパー及び平均キャリパーは、トゥイング・アルバートフランク社（Twing Albert-Frank
 GmbH）から入手可能なフランク（Frank）１６３０３などのマイクロメータを用いて得る
ことができる。試験は、２３℃、湿度５０％で行われる。試料は、上述のこの湿度及び温
度に既に調製済みであるはずだが、それは、このキャリパー試験を行うのに必要とされる
０．５の必要な伸長に試料を伸張する前に、試料がこれら条件下で２４時間調製されてい
るからである。装置を試験の前に較正する。プレッシャーフットの下降速度を３ｍｍ／秒
、及び保圧時間を２秒～５秒に設定する。　
　弾性積層体部分（１０）の大きさに応じてアンビルの大きさ（表面積）を選択し、続い
て、必要とされる２．２８ｋＰａ（０．３３ｐｓｉ）の圧力が得られるようプレッシャー
フットへの重量を選択する。　
　本明細書の好ましい弾性積層体部分（１０）の測定を行うために、例えば、直径４０ｍ
ｍを有するアンビルを使用し、総重量２９５グラム（プレッシャーフットの８０グラムに
追加の１１５グラムを加算）を印加する。　
　弾性積層体部分の平均キャリパーを得るために、測定の度にアンビルで押圧された領域
同士が重なり合わないよう、弾性積層体部分の複数部分に関する試験を繰り返す。続いて
、平均値を計算することができる。また、キャリパーの偏差を計算することができる。
【００８３】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用したすべての文献は、関連部分において本
明細書に参考として組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行
技術であることを容認するものと解釈されるべきではない。この文書における用語のいず
れかの意味又は定義が、参考として組み込まれる文献における用語のいずれかの意味又は
定義と対立する範囲については、本文書におけるその用語に与えられた意味又は定義を適
用するものとする。
【００８４】
　本発明の特定の実施形態を説明記述してきたが、本発明の精神範囲から逸脱することな
く他の様々な変更修正を行えることが当業者には明白であろう。したがって、本発明の範
囲内にあるそのような全ての変更修正を、添付の特許請求の範囲で扱うものとする。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の代表的なおむつの斜視図。
【図２】本発明の代表的なおむつの平面図。
【図３】支持シート（２０）の区画、例えば、図１及び図２に示すような弾性積層体部分
（１０）を有するバリアカフシート（２６）の斜視図。
【図４】プリモス（Primos）装置及びソフトウェアを用いてプリモス（Primos）法で得ら
れる、弾性積層体部分（１０）の区画の測定結果を示し、しわの高さ及びしわの幅（及び
それらから導き出される密度）を示す。
【図５】弾性材を支持シート材料（２０）に、又は本明細書に記載されるような弾性積層
体部分に含まれる他の材料に取り付けるために使用されてもよい取付け接着剤領域（１４
）を有する、代表的な取付け（接着剤）模様を示す。
【図６】弾性材を支持シート材料（２０）に、又は本明細書に記載されるような弾性積層
体部分に含まれる他の材料に取り付けるために使用されてもよい取付け領域（１４）を有
する、代替の取付け（接着剤）模様を示す。



(15) JP 4907667 B2 2012.4.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(16) JP 4907667 B2 2012.4.4

【図５】

【図６】
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